
2223

　
古
代
の
四
大
文
明
は
エ
ジ
プ
ト
の
ナ
イ

ル
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
チ
グ
リ
ス
と
ユ
ー

フ
ラ
テ
ス
、
イ
ン
ド
の
イ
ン
ダ
ス
、
中
国

の
長
江
と
黄
河
と
い
う
よ
う
に
、
す
べ
て

大
河
の
岸
辺
に
発
展
し
て
き
た
。
河
川
は

生
活
用
水
の
確
保
、
農
耕
作
物
の
栽
培
、

周
辺
地
域
へ
の
移
動
な
ど
多
数
の
人
々
が

生
活
し
交
流
す
る
手
段
を
提
供
し
て
く
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
以
後
も
世
界
の
巨

大
都
市
の
多
数
は
川
沿
い
や
海
沿
い
の
土

地
に
発
展
し
て
き
た
が
、
最
近
に
な
り
、

そ
の
土
地
の
利
用
に
急
速
な
変
化
が
発
生

し
て
い
る
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
両

側
は
、
ハ
ド
ソ
ン
リ
バ
ー
と
イ
ー
ス
ト
リ

バ
ー
と
い
う
大
河
で
あ
り
、
船
舶
が
交
易

手
段
の
中
心
の
時
代
に
は
川
岸
は
工
場
や 

す
る
異
質
の
空
間
に
変
貌
し
て
い
る
。

水
辺
が
先
端
と
な
る
時
代

　
日
本
で
も
同
様
の
変
化
が
発
生
し
て
い

る
。
殖
産
興
業
を
重
要
な
国
家
目
標
と
し

た
明
治
時
代
以
後
、
多
数
の
都
市
の
川
岸

や
海
岸
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
ハ
ン
ブ
ル
ク

と
同
様
に
工
業
の
利
用
に
提
供
さ
れ
、
背

後
の
都
市
に
生
活
す
る
人
々
の
利
用
を
阻

害
し
て
き
た
。
し
か
し
、
近
年
に
な
り
急

速
に
変
化
し
て
い
る
。
一
例
と
し
て
東
京

の
湾
岸
の
晴は
る

海み

地
区
の
用
地
は
高
層
住
宅

の
林
立
す
る
人
気
の
住
居
地
区
と
な
り
、

多
数
の
購
入
希
望
が
殺
到
し
て
高
率
の
抽

選
と
な
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

　
そ
れ
を
象
徴
す
る
言
葉
と
し
て
登
場
し

た
の
が
「
ミ
ズ
ベ
リ
ン
グ
」
で
あ
る
。
こ

の
新
語
は
水
辺
（
ミ
ズ
ベ
）
が
、
市
民
や

企
業
、
行
政
の
連
携
の
輪
（
リ
ン
グ
）
に

倉
庫
に
占
拠
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
二
次

産
業
が
都
心
か
ら
撤
退
し
て
工
場
や
倉
庫

は
廃
墟
に
な
っ
た
が
、
三
次
産
業
が
中
心

の
時
代
に
な
っ
た
現
在
、
廃
墟
は
時
代
に

対
応
し
た
空
間
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
川

岸
の
工
場
の
跡
地
は
次
々
と
文
化
活
動
の

拠
点
に
転
換
さ
れ
、
毎
年
、
数
百
万
人
の

市
民
が
到
来
す
る
人
気
の
場
所
に
変
貌
し

て
い
る
。

　
ハ
ン
ブ
ル
ク
は
人
口
二
〇
〇
万
人
弱
で

ド
イ
ツ
第
二
の
都
市
で
あ
る
。
中
世
後
期

に
結
成
さ
れ
た
ハ
ン
ザ
同
盟
の
中
心
都
市

で
あ
っ
た
が
、
北
海
へ
流
出
す
る
エ
ル
ベ

川
沿
い
に
あ
る
た
め
、
ド
イ
ツ
最
大
の
港

湾
都
市
で
も
あ
っ
た
。
筆
者
が
五
〇
年
以

上
前
に
訪
問
し
た
時
代
に
は
、
港
湾
周
辺

は
工
場
が
集
中
し
た
工
業
地
帯
で
あ
っ
た

が
、
現
在
で
は
光
景
が
一
変
し
、
川
沿
い

は
公
園
に
整
備
さ
れ
、
そ
の
背
後
に
は
奇

抜
な
デ
ザ
イ
ン
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
が
林
立

よ
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
活
動
の
場
に
な

る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
前
述
し
た
海
外

の
港
湾
地
区
の
利
用
目
的
の
転
換
の
歴
史

で
も
明
確
で
あ
る
が
、
都
市
に
直
結
す
る

水
辺
は
長
年
、
工
業
発
展
の
た
め
に
利
用

さ
れ
て
き
た
が
、
現
代
の
産
業
の
中
心
で

あ
る
情
報
産
業
な
ど
三
次
産
業
は
水
辺
で

あ
る
必
要
は
な
い
。
そ
れ
な
ら
ば
水
辺
を

日
常
生
活
の
た
め
に
解
放
し
よ
う
と
い
う

発
想
が
登
場
し
て
き
た
。

　
こ
の
理
念
は
日
本
で
は
一
九
九
七
年
に

実
施
さ
れ
た
河
川
法
の
改
正
に
明
示
さ
れ

て
い
る
。
河
川
を
整
備
・
保
全
す
る
際
、

従
来
の
治
水
・
利
水
と
い
う
目
的
だ
け
で

は
な
く
、
自
然
環
境
や
社
会
環
境
の
保
全

も
考
慮
す
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
理
念
を
河
川
だ
け
で
は
な
く
、

海
岸
や
湖
岸
な
ど
に
も
拡
張
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
水
辺
を
実
現
す
る
と
い
う
発
想
が

二
〇
一
〇
年
代
か
ら
登
場
し
た
ミ
ズ
ベ
リ

ン
グ
で
あ
り
、
そ
れ
を
実
態
に
す
る
多
様

な
事
業
が
各
地
で
実
現
し
て
い
る
。

時
代
の
変
化
を
象
徴
す
る

ミ
ズ
ベ
リ
ン
グ

　
神
戸
港
は
貨
物
取
扱
量
で
日
本
有
数
の

最
長
の
河
川
で
あ
り
、
最
後
は
新
潟
市
に

到
達
し
日
本
海
に
流
入
す
る
。
そ
の
河
口

部
分
の
岸
辺
は
散
歩
程
度
に
し
か
利
用
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
二
〇
一
一
年
に
規

制
が
緩
和
さ
れ
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
使

用
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
そ
れ
を

契
機
に
二
〇
一
五
年
か
ら
官
民
協
力
に
よ

り
ミ
ズ
ベ
リ
ン
グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始

動
し
、
市
民
が
キ
ャ
ン
プ
を
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
ヨ
ガ
教
室
や
プ
ロ
レ
ス
試
合
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
る
活
発
な
川

岸
に
変
貌
し
て
い
る
。

　
大
陸
の
河
川
と
相
違
し
て
日
本
の
河
川

の
大
半
は
急

き
ゅ
う

峻し
ゅ
ん

な
山
岳
地
帯
か
ら
一
気
に

平
地
に
流
下
し
て
く
る
た
め
、
河
川
は
水

害
と
の
関
係
が
重
視
さ
れ
て
き
た
。
し
か

し
河
川
の
管
理
が
進
歩
し
て
き
た
現
在
、

河
川
を
生
活
環
境
の
一
部
と
し
て
見
直
す

動
向
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
要

約
す
る
言
葉
が
ミ
ズ
ベ
リ
ン
グ
で
あ
る
。

こ
の
和
製
英
語
は
、
長
年
の
河
川
に
つ
い

て
の
視
点
と
は
相
違
す
る
視
点
を
提
供
し

て
く
れ
る
単
語
で
あ
り
、
環
境
問
題
や
気

候
問
題
が
社
会
を
左
右
す
る
時
代
の
キ
ー

ワ
ー
ド
と
な
る
。

港
湾
で
あ
る
が
、
奈
良
時
代
か
ら
の
歴
史

の
あ
る
港
湾
で
も
あ
る
。
阪
神
・
淡
路
大

震
災
か
ら
三
〇
年
が
経
過
し
た
今
年
四

月
、
第
二
突と

っ

堤て
い

に
「
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｉ 

Ｐ

Ａ
Ｒ
Ｋ
」
と
い
う
緑
地
が
実
現
し
た
。
突

堤
の
先
端
に
は
、
鉄
骨
で
構
築
し
た
巨
大

な
三
角
形
の
人
工
の
丘
き
ゅ
う

陵り
ょ
う「

緑
の
丘
」
が

造
成
さ
れ
、
眼
前
の
海
面
を
眺
望
し
な
が

ら
広
場
で
の
催
事
を
観
覧
す
る
場
所
に

な
っ
て
い
る
。
工
業
社
会
の
港
湾
が
、
情

報
社
会
の
緑
地
に
一
変
し
た
ミ
ズ
ベ
リ
ン

グ
で
あ
る
。

　
東
京
の
隅
田
川
の
右
岸
に
は
江
戸
時
代

に
「
浅あ
さ

草く
さ

御お

蔵く
ら

」
と
い
う
幕
府
の
米
蔵
が

設
置
さ
れ
、
全
国
か
ら
輸
送
さ
れ
て
く
る

数
十
万
石
の
米
を
貯
蔵
す
る
場
所
で
あ
っ

た
。
明
治
時
代
以
後
は
、
資
源
や
製
品
の

輸
送
の
利
便
か
ら
多
数
の
工
場
が
川
沿
い

に
建
設
さ
れ
、
水
質
悪
化
が
問
題
と
な
っ

て
い
た
。
日
本
が
工
業
社
会
か
ら
情
報
社

会
に
移
行
を
開
始
し
た
一
九
八
〇
年
代
に

「
大お
お

川か
わ

端ば
た

作さ
く

戦せ
ん

」
が
立
案
さ
れ
、
工
場
が

移
転
し
た
跡
地
を
公
園
や
住
宅
団
地
に
転

換
し
、
人
々
が
川
岸
を
散
歩
す
る
空
間
に

変
容
し
た
。

　
越
後
平
野
を
流
下
す
る
信
濃
川
は
日
本

月刊三方よし経営  令和７年９月号

「
永
続
」へ
の
転
換
戦
略

「永続」への転換戦略

人
間
と
河
川
の
関
係
を
転
換
す
る

ミ
ズ
ベ
リ
ン
グ

つ
き
お     

よ
し
お

東
京
大
学
名
誉
教
授

月
尾
嘉
男

昭
和
一
七
（
一
九
四
二
）

年
生
ま
れ
。
東
京
大
学

工
学
部
卒
業
。工
学
博

士
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ

ラ
フィ
ッ
ク
ス
、
人
工
知

能
、
仮
想
現
実
、メ
デ
ィ

ア
政
策
等
を
研
究
す
る

と
と
も
に
、
全
国
各
地

で
私
塾
を
主
宰
し
、
地

域
の
有
志
と
共
に
環
境

保
護
や
地
域
計
画
に

取
り
組
む
。

水
辺
に
発
達
し
て
き
た

人
間
社
会
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